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 今年は個人で確定申告をする予定ですが、その際に受けられる医療費控除について、実際に治療費とし

て病院に支払ったもの以外にも、薬局で購入した市販薬についても適用を受けられると聞きました。医療

費控除の対象として、どこまで認められているのでしょうか？ 
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 医療費控除はどこまで認められるの？ 

多額の医療費の支出を伴うものとして、出産費用、入院費用、歯の治療があり、この３つが医

療費控除の御三家といえます。とはいえ、通常、年間10万円の医療費を支払うケースをそう多

くはありませんが、発生した時に備え、普段からこまめに領収書やレシートを保管しておき、も

らさず医療費控除をうけたいものです。 

１． 誰のために支払った医療費が対象か？ 
自分、配偶者、親族（6親等内の血族と３親等内の姻族）のために支払った医療費が対象と
なります。ただし、医療費を支払った時点で生計を一にしていることが条件です。 

２． 支払ったタイミングは？ 
その年中に支払ったものが対象となります。 

３． 医療費等の範囲 
① 医師等による治療費、②治療等に必要な医薬品の購入代、③病院等への通院費、 
④医者の指示に基づくマッサージ費等、⑤保険師等による世話の対価などが対象です。 
間違えやすいものとして、下記のようなものがありますが、対象外なものでも具体的に医師
の指示に基づくものの場合は、適用対象になることもあります。 

医師等による

治療費 

マッサージ費やハリ治療費 健康維持目的は対象外 

人間ドックの費用 
重大な病気が見つかっ

た場合のみ対象 

予防接種代 対象外 

医薬品等の 

購入代 

市販の風邪薬 対象 

腰痛治療のための湿布薬 対象外 

目薬代 対象外 

マスク代 対象外 

医療用器具の

購入等 

通院用松葉づえの購入 対象 

入院時の車いすのﾚﾝﾀﾙ代 対象 

療養上の世話 寝たきりによる在宅療養のための家政婦代 対象 

通院交通費等 
電車等の交通費 対象 

車で通院した場合のガソリン代、駐車料 対象外 

入院等に 

伴う費用 
個室の差額ベッド代 

対象外（医師の指示で

ないもの） 

 

医療費控除とはその年度中に一定の医療費を支払った場合、その支出額から（通常）10 万
円を差し引いた金額を課税所得から控除する制度です。 


